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文化芸術振興基本法
　文化芸術の振興についての基本理念を明らかにして、その方向を示し、
文化芸術の振興に関する施策を総合的に推進するために、平成 13 年 12




④芸能 : 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能 ( 伝統芸能を
除く)。⑤生活文化、国民娯楽及び出版物等 : 生活文化 ( 茶道、華道、書















































体育、情報処理、外国語 ( 英語・中国語 ) の各領域にお
いて、積極的な研究・制作活動を展開し、国内はもとよ
り国際的に評価されるよう研究・制作の高度化・国際化
を図る。
② 地域と連携した実践的プロジェクトの推進
　地域社会が抱える具体的な問題を研究・制作課題とし、
これらに対応する中で普遍的な知の蓄積を図る。多様な
専門領域をカバーする学部であること、さらに 10 部局で
構成された総合大学にあることを活かし、これまでの芸
術系だけでは対応できなかった社会的課題を実践的プロ
ジェクトとして組織的に取り組み、地域社会に貢献する。
③ 芸術の成果を活用して心豊かな文化を創生
　芸術文化のあり方を探求し、芸術の成果を活用して心
豊かな文化を創世することを目指す。芸術やデザインな
どの知財活用、文化財の保存・修復、美術館や博物館、
祭りやイベントなどの地域資源を活用した観光振興やま
ちづくり、個人のこだわりや趣味趣向を判断基準とするラ
イフスタイルに対応したものづくりなどを『知的産業』と
位置づけ、これらが社会に普及するための取り組みを推
進する。
